
国土地理院標準地図を加工

ロシアによるウクライナ侵略の状況
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➢ウクライナ軍が東部ハルキウ州東端・ドネツク州北部及び南部ヘルソン州北部の露軍に対する攻撃を継続し、領土を
徐々に奪還している模様
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（ウクライナ領、
14年露が占拠）
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戦闘による人的被害・物的損耗の状況
ロシア軍：死者5937人（ショイグ国防相発言9月21日）

：死者約6万800人、戦車喪失2424両、装甲車両5018両（「ウ」国防省10月4日）
：死傷者7～8万人前後、装甲車両喪失3～4千両（米国防省8月8日）

「ウ」軍 ：死者約9千人（「ウ」軍8月22日）
「ウ」市民：死者5916人以上、負傷者8616人以上（国連人権高等弁務官事務所9月19日）
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• 9月23日から27日にかけて、露が占領する「ウ」領土において、
露への編入に関する「住民投票」と称する活動を実施

• 9月30日、露は占領した「ウ」領土の「併合」式典をモスクワで
実施

セヴェロドネツクリマン

クピャンスク

攻撃を受けたと報じられた地点

攻撃を受けたと報じられた軍施設

特に激しい戦闘が行われている地域

露軍が占領した地点

露軍が占領した地域

ウクライナ軍が奪還した地域

ミレロヴォ
リシチャンスク

クラスノフラード

• 9月21日、プーチン大統領は、部分的動員に関する大統領令に署名
（ただし、公表された大統領令には動員期間や規模への言及なし）。同
日、ショイグ国防相は、予備役30万人を動員する計画である旨発言

• 同28日、「ウ」国防省情報総局報道官は、動員されたロシア兵が訓練
を受けずに既に前線に送られ、ウクライナ側に投降した発言

• 10月4日、ショイグ国防相は、部分的動員により20万人以上の予備役
が入営したと発言

• 9月30日、プシリン「ドネツク人民共和国」首長は、
ドネツク州リマンが「ウ」軍に半円状に包囲され、
同地への連絡路も「ウ」軍の砲撃下にあると発言

• 10月1日、露国防省は、リマンからの部隊の撤退
を発表

• 同日、ゼレンスキー大統領は、リマンの奪還を発
表するとともに、ドンバス地域における更なる領
土の奪還について言及
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ビラ・ツェルクヴァ

10月5日、「ウ」国営通信は、露軍が自爆型UAVでキーウ州
ビラ・ツェルクヴァのインフラ施設を攻撃したと報道

10月5日、「ウ」国営通信は、「ウ」軍がヘルソン州北部ベリ
スラウ地区の町村8か所を奪還した旨発表したと報道

9月30日、「ウ」国営通信は、露軍がS-300地対空ミサイル
計16発でザポリッジャを攻撃し、人道物資輸送車列に3発
が着弾、31人死亡、87人負傷と報道

（2022年10月5日時点）


